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はじめに

数年来わが国営)鉄資源として脚光を浴びているミ砂鉄壷

は現在の海岸の汀線付近にみられる義打上げ砂鉄≠から

第四紀層1第三紀層｡中生層1☆生層などの地層中に胚

胎する㍉土砂鉄タまでありあらゆる時代の海成層中に

含まれている.

そして砂鉄を対象とした資源調査一分布および鉱量･

品位の調査一は近年大いに行なわれてきたがその存

在が堆積学上とのような意義をもっているかということ

は従来ほとんど注意されなかったようである割しか

し実際に野外調査を行なってみると砂鉄の濃集堆積し

ている部分がこれを含む母層の堆積過程において特

殊な堆積環境にあったことに気がつく･ところがこう

した面は専門の層位学者や堆積学研究者がちにとって

1つの盲点であったと思われる.

過去数年にわたって私たちの且人は結晶片岩1古

生層｡中生層などの古い地層･1･に賦存するキｰスラｰガ

ｰ(含銅硫化鉄鉱々床)のそして他ヴプ人は古{圭三層や

第三紀のグリンタフあるいは種々の火成岩巾に賦存する

ここ;二は成火層の砂

鉄露駁がある
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銅1鉛1亜鉛鉱床の調査研究にそれぞれ従幾してきたが

王958年に命ぜられて千葉県北部に分布する洪積層中

の山砂鉄鉱床の資源調斎を行なった咄をの翌箏にも他

σ)地域に分:存する同様な山砂鉄鉱床を調査してこれ

ら両地域の砂鉄が非常によく似た条件のもとに堆積し

ていることに気がついたのでその後砂鉄の堆積環境

とこれを含む母層の層相･構造を明らかにしようとさ

らに積極的に研究を進めた結果いくつかの新らしい事

実がわかりこうした事実から成田層の構造がこれま

で一般に考えられていたところとは全く異ったもので

あると推定されるに至った.

い濠濠での研究

亀市東京湾連というのは今から数㈹刀卒ないし10C万

年の昔に醐関東一帯をおおっていた海で今夢)東京湾

と1はちがって図にみるように漉鴎灘1九十九里浜の

方に大きく闘いた内湾と考えられておりこの海に堆積

した地層は横浜付近では下水冷璃東庶付近では東京
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1木下の化石沐から座するお由な貝

化石(地学団体研究会編:化石採

薬の雫引一関東編一(1958)から)�
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約100万年前

(下末吉岬)

の古斗迂方〔湾吾ま

鹿島灘九十九

盟浜の方面に

闘いた内湾で

あったといわ

れている

層千葉･茨城県下では成田層と呼ばれている.

成田層(あるいは成田層群)の研究は古く工910年代か

ら多くの人達一致10人あるいは最近の団体研究グルｰブの人

たちを加えれば100人を越えるだろう一によって進められて

きた.

成田層中には貝化石がきわめて多く含まれており

不動尊で有名な成田丁けの西方木下(きおろし)駅付近の

化石床露頭にはかしぱんうに･ばか貝･べんけい貝な

どの化石が沢山みられる.こうした成田層1『1の化石産

地は木下･成田･瀬又･多古などをはじめ各所に分布し

ておりこれまでの成田層についての数多くの俳究は

点在する各地の化石を丹念に調べその結果を相互に比

較検討して地層の層序をきめるといった方法によるもの

であった.7万5千分の1｢成田｣地質図帽説明書

(三土知芳一1934)には

野村理学士ハ〔下染県印旅螂大潮1IT発作〕ノ産地ノ介搬砂

体積二百十七止方収電昆1'屯虞ヲ採リ英ノ八分ノｰ』ヨリ

介搬個体数約卜川1-111ヲ得典ノ枢数三1二f圧ヲ鑑別セリ

と.記されている.これは1例にすぎないが先輩の情

熱と努力の一端をうかがうことができる.

湧総意地機笈111ぎ袋禽1寸遜

海鰍幼柵漱淡め禽地がざこ凄でもつづい父いる

しかしこれらの数多くの研究もそのほどんど全て

は互いに離ればなれに点在する化石露頭間の地層を遺

跡することによって層序を決定するのでなくて

外層ハ殆ト水平テルモ松メテ微二西北茜方二傾斜シ……

(oi咄)

といった研究初期の単斜構造的な考え方を基本として

各々の化石群集が示すと考えた水温変化を氷河輪廻にあ

てはめることによって説明.したものであった.

こうした研究結果の累積によって古東京湾の堆積物

の厚さは横浜･東京付近では30～40mであるのに成

田層の厚さはユ00mを越えることとなり成田層の分布

地域では融氷による海而上昇に加えて地盤の沈降が起

ったと｢考え｣ざるを得ないのである.

成田層の基盤をなす上総層群の層序･構造は地質調査

所の三裂･矢崎両技官が火山灰層を鍵層として追跡す

ることによって明らかにされた.成田層にはこのよう

な着しい鍵層がないので､点在する露頭間の地層の追跡

は困難ではあるが化石の研究も詳細な地質調査による

層序と構造の把握と相まってはじめて生きることを

強調したい.

成

地質のあらまし

千葉県の東金巾付近から北方の利根川にいたる標

高30～40mの台地一下総台地一一の地質は図に模式

的にボすように下から笠森層･東金層･成東層･

:砂および礫

:舎イビ布シルト

:シルト

1縦淡童テニは府機物

愛かむシルト

:紗とシんトの五層

:{ヒ篶蛛

:斜交葦寝処をホす砂

8:砂礫を含む斑状砂

�

10:斜交茱理をホす砂礫

ユ1:湖成層と同じような見かけ

をした砂とシルトの互層

121激灰慨砂質シルト

13:禍鉄鉱により汚染された砂�
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戒田層の谷を埋めたロｰム層(佐原市の南方大根)

成田層とこれらをおおう関東ロｰムと呼ばれる赤土層

の順に重なる.

笠森層は青灰色の泥と砂質泥からなり上部にゆく

にしたがってヨリ砂質となり東金層がその上にのる.

砂管や化石を含むことがある.

東金層は砂と泥の互層で上部の方が下部よりも泥

が薄く砂が厚い.この層は東金市付近ではよく発達す

るが北東方にゆくに従って薄くなり八日市場市付近で

は消滅してしまってこれより北東方では笠森層の上

に成東層が直接漸移的にのる.

成東鰯は一般に1ヰ1粒ないし細粒の砂からなり上部

ほど粗くなるがきわめて層相変化に乏しい･水平ラ

ミナの発達著しく最上部および最下部付近にシルトの

薄層あるいは粗砂礫の薄層をはさむことがある.さら

に成東層は最上部にところによってかなり著しいクロ

スラミナあるいは含砂砂鉄層がみられる.成東層の厚

さは10～15㎜である.

成田層は成東層の上に一部整合一部不整合の関係

でのり全体の層厚は30～40mと考えら

れる.一般に上部は砂が多く下部は

比較的に泥を多くはさんでいる･垂直

的にもまた水平的にも層相の変化に富み

とくに下半部に著しい.成田層の最下

部には礫･泥･泥と砂･泥炭というよう

しばしば自生～半自生型の貝化石を産す

る.中～上部にもときに貝化石を産す

るがこれはほとんど他生的で密集型

･化石床型の産状を呈する.

関東'ロｰム層が上に述べた地層上簸珪

にのるのであるがこれも決して単純な

ものではなく下から灰白色の粘土質ロ

ｰム･チョコロｰムと呼ばれる濃茶縄色

グ)火…〃火･カヌマ土の層･赤褐色の火1｣｣灰層の4層が区

別され振上郷の赤褐色火山灰はほぼ現在の地形に沿

って分布するが他はそれぞれ分布する高さや範囲がき

畿っている岨またこれらのいわゆるロｰム層と成田

層〃)1柳二達)場所によって限られた分布を示す砂礫層

や砂層がありときにはロｰムの下部が砂礫層に移り変

ることもある苗このような砂～砂礫層は現在ではま

だすべてがはっきりと判っているわけではない.

以上が地層の区分とそのあらましである.

私たちが最初に調査した1｣｣砂鉄鉱床は成東層の最上

部の砂鉄層であって後にも述べるようにこの砂鉄層

カミその上にのる成田層の下底部から成東層の中に入り

込む生痕の砂管とともに1種の鍵層として追跡される

のである.そしてこれを追跡することによって成田

層の著しい層相変化とその下底面の構造との間に密接

な関係のあることがわかったのである.

成東癩の由来

私たちが山砂鉄鉱床調査のために千葉県下に阯服して

はじめて第四紀層の崖と向かい合ったとき今までの経

験とは全く異なった相手であるので正直なところ途方

にくれた感があった.

地質図には地質の境界がはっきりと描かれており美

しく色分けされているが実際に1⊥1でみると地層の区別

やその境は決して一目瞭然というようなものではない.

それでも古い地層ではたとえば不整合面を境に上下の

岩質が異なるとかその中に含まれるものの差をみつけ

て区別するとか岩石の硬さや剥げ方がちがうとかいう

点に目をつけて経験的に大過なく野外の調査作業を続

けてきている.ところが第四紀の崖は上から下まで

下大蔵鮮頭私たちがはじめて向かい含むだ鍋四紀層の崖ここで地層の見方やスケッチのピ)万な

どを習った中央の革の生えている部分は礫層で戊束層と成田層との境をなしている�
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ただの砂や泥や礫で固まっていない･高さ30mの崖

にあらわれた地質をどこで区分しどのように露頭か

ら露頭への連続を遣いかけたらよいものか･

持つべきものは友達というわけで関東ロｰム団研の

郷原保真(資源科学研究所)･藤田至則(東京教育大学)

両氏に第四紀層の見方･わけ方･スケッチのとり方な

どをはじめの2～31ヨ間みっちりと教えてもらった.

千葉県成東町の浪切不動や松尾町芝原付近では成東層

中～下部の砂層･1･に著しい波蝕痕をもつ砂岩様のノジュ

ｰルがある.はじめの頃はこれを第三紀層の砂岩と誤

認して後日第四紀についての矢口識の乏しさを痛感す

るとともに大へん赤面したのであるがかって某大先生.

がこれを白亜紀屈の一部と見なされたことがあると聞く

に及んでいささか安堵の胸をなでおろした次第である.

砂の上にも3年で松尾町･東庄町･佐原付近と調査が

進み東京通産局の人達の調査で利根川をこえた茨城

県江戸崎や玉造付近にも同じような含砂鉄砂層の分布

が知られるようになり上に述べたよう扱失炊をくりか

えすようなこともないだろうと1いうささやかな自信も持

てるようになったので二の奄砂鉄損で特長づけられた

砂層を最初に調査をした成東町にちなんで成東層#

と名づけた.最近グ)私たちグ)調査では成東層は3

らに北東方の茨城県澗沼付近にも分布しているこ&がわ

かった.また千葉県多古町拶)南では戊東層の砂鉄ジ)

開発が試みられている.

うねり構造

関東ロｰム層と呼ばれる火山次層は別として成閉層

や成東層が従来考えられてきたように共1二ばば水平

たいしやや北蘭方に傾いた堆斜機造をもつものである

成東層最上部の砂鉄露頭(松尾町南谷)私たちの砂鉄調査はこの露頭の発

見にはll一た砂鉄の品位は継/糠総書さ･1･〕は

13%含砂鉄砂層の上には自生型の分化石を含む砂質シルト層がのっている

ならば成東町付近で海抜およそ20m以下に分布してい

る成東層は当然利根川付近やさらに北方の霞ヶ浦

周辺には分布しない響である.ところがさきにも述べ

たように佐原付近や茨城県江戸崎付近さらに霞ヶ浦

北西岸の三浸造付近にも成東層の分布することから従来

の単斜構造説に嫌閥をもった私たちは含砂鉄砂層(成

束煽)の一/二眼面一成胴層の下底醐を追跡することによっ

て成田層の構造をとらえることができると考えて調査

を進めた曲

成繭層と1成東層との境界面を追ってゆくど繭者が明

らかに整合であるところと不整合になっているところ

と1があり整合関係を示す部分では繭層の境界には薄

い礫層や戒色のシルト薄層が整然とはさまれているが

不整合の部分では成東層穿)上部が削られてその上に

成田層最下部の礫層･自生型分化石を含む砂質シルト･

シルト礫1青灰亀泥層あるいは泥炭層などがのる.

しかも成因1成東両層の境界面は一定の高度をもっ

てほぼ水平であったりほぽ一定の走向傾斜をもった単

斜構造ではなくゆるく上がったり下がったりする一種

グ)起伏構造であって松尾町西部では標高15～25m東

皮町南部では35～40m霞ヶ浦周辺では標高0～10mと

場所にガ｡て異パ｡た高度分布を示す岳

いがそ汐)最上部ヴ)砂鉄夢)含有卒の高い締分は幅0.δ～

泌東層i1吻汝鮒{をポ〕ノジ｡一ル(成刺i破蟻不鋤の境舳むかむは着1

地の縁まで波が打背せていたがノアでは涜舳舳よ約舳1■1{｡後退し広いll11

脳平蜥となっている�
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五舳m比高O～10n1延長フゴ向に約蒙細位夢)小さいうね

毫〃)頂部(1言)に沿って分布ししばしばヅQxラミナの

焚漣将しくまた多数ラ)生痕一秒管がその上限伽から成

東層1いに入事)込んでいる岨微芝1町木戸台てば水平ラミ

ナ洋)発逮t､た戊東層の含砂一鉄砂層グ)上に不整合に泥淡

層がのるがコ)不整合閥係はさらに木戸台の西方にひ

ろがり成爽層の砂層を削って成鰯層グ)砂層がのる曲

ここでは砂鉄はほとんど含まれない｡また成束層と成

田層とが整合関係を示す部分にも砂鉄はイデ在しない咄

このような事実は成東層最上部の含砂鉄砂層が陸

化またはそれに近い状態において汀線に近く表面波の

影響を受けながら堆積したことを示す.すなわち成田

層下底面のうねり構造は当時の古地形を示すものであ

って砂鉄は上に述べたような地形変移部の特殊な環境

において堆積したものであるといえる.

1959年10月私たちが地球科学誌上にミうねり構造≠

にもとづく新しい考え方といくつかの観察事項を発表

したときには｢このようなミうなり構造≠〔うなりはミス

プリントうねりのこと〕はいわゆる禍曲や携歯といっ

たあとからの運動によるものではなく基盤の構造に起

因する成東層の堆積面の形態にもとづくものと考えられ

る｣と書いたがこれは｢ミうねり構造φは基盤

の構造に規制された成東層の堆積面と成東層堆積後

成田層堆積以前に部分的に削剥されたために生じた他動

的な形態変化とによって形成された｣とした方がヨリ

正確であったであろう.

(筆班は鉱床部金属秋)

'災束楢披｣二洲三

の抄鋏露頭

(鞭絆滑川)

成束層撮上部の砂鉄雛頭(香取郡東産町八重穂)成東層は水平

ラミナを示し成1坦屈とほとんど整合に移り変っている抄欽

一舳立1は良好でない

一三痕(南谷の'幽'ガ約u1皿堂ケ崎)戊束屑抜上淵三のクロスラミナを

示す含砂鉄砂属中に戒束層最下都の自生型分化石を含む砂質シ

ルト層から生痕の砂管が､鮫数に入り込んでいる

泥炭(櫛芝町水戸台)ノj(平ラミナを示す収束層蜻･上部の含砂鉄砂層を削って成日1

層鍛下部の泥炭層がのりさらにその上に黄色シルトがのっている�




